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付けた力を実生活で生かす 
                                      校 長  石井 幹也 
 

３月にウグイスが鳴き始めました。その声はとてもぎこちなく、こちらが心配になるほどでした。しか

し、最近は「ホーホケキョ」と見事に鳴きます。ウグイスは春から初夏にかけて繁殖期で、縄張り争いや

求愛行動のために鳴くと言われています。時間と手間をかけた準備が大切なことを、ウグイスが教えてく

れています。 

１９名の新入生を迎え、それぞれ進級した子供たちと合わせ１５２名で令和６年度が始まりました。自

立した大人に向けての時間と手間をかけた入念な準備を、子供の発達段階に即して行いたいと思います。 

始業式、子供たちに３つのことを頑張るよう伝えました。その一つが「国語をよく学び、学んだことを

使うように心がけましょう」ということです。本校は今年度より国語の授業に力を入れています。それは、

生涯学び続けるうえで、一番大切な力は読み書きだからです。 

私は、ＡＬＴのセドリックやイアンが出勤すると、片言の英語で話しかけます。でも会話が難しくなる

と日本語で話します。中学から大学１年まで７年間も英語を学んだにもかかわらず、このような有様です。

なぜこの程度の英語力なのでしょうか。その理由は、英語を使う機会がほとんどなく、使えなくても生活

に支障がなかったからです。使わない力は身に付きません。学校で学んだことを繰り返し使うことで、使

える力として身に付くのです。 

学校では、国語で学んだ言葉や表現方法などを、他の教科の授業や学校生活で使うことを意識させ、見

届けています。是非、家庭でも、家庭学習も含め、同じように指導していただきますようお願いします。

例えば、お子さんとの会話の中に、国語で身に付けた言葉や表現方法を見つけた時には「そんな言葉を使

えるのね。」「大人みたいな言葉を使えるようになったね。」とほめてあげてください。お子さんの日記に、

学んだ漢字や段落分け、かぎかっこ等を正しく使った表記を見つけた時も、同様です。 

残りの２つの頑張ることは、みんなが幸せにくらせることを考えることと、廊下は歩くということです。

４月２５日には一年生を迎える会が行われます。どんな工夫が飛び出すか。1 年生を含めた全校のみんな

が幸せになれる会になるか楽しみです。廊下の歩行についても、今のところ、走る子どもはほとんどいま

せん。いつまで継続できるかとても楽しみです。 

今年も本校の教育が充実し、子供一人一人に自立に向けた力が身に付くよう、保護者、地域の方々のご

理解とご協力をお願いします。 

 

 

 （退職・転出職員）大変お世話になりました。有難うございました。 

教 諭  教 諭  

教 諭  事務職員  

支援員  支援員  

支援員  スクールサポート  

 

（転入職員）どうぞよろしくお願い致します。 

教 諭  教 諭  

教 諭  事務職員  

支援員  校務補助員  

初任者指導    



 

 

    

 

 

 

 

                

                 

 
 

 
 

 

【お願い】 

校舎敷地内に、時折空き缶やたばこの吸い殻、調味料                               

られます。                                          の空き袋などがみられます。 

    子どもたちが毎日掃除をし、環境美化に努めています。 

  「古いけど美しく保たれている」自慢の小島小学校です。 

いつまでも自慢の小島小学校でありたいと願っています。 

令和６年度のスタートです。学級開きでは、どの学級も担任が

願いを語り、児童たちと爽やかで温かい時間を共有しました。小

島小では、今年度も一人一人のやる気に寄り添い、「考える子」

「助け合う子」「鍛える子」の育成を目指します。１５２人の健やか

な成長を願って職員一同全力で取り組んでいきます。保護者の

皆様のご協力をよろしくお願いいたします。 

今年度、１９名の新入生を新たに迎えました。元気で素直でや

る気の 1年生！これから一緒に頑張っていきましょうね。 
4/８  入学式 

【横断旗を寄贈していただきました！】 

揖斐地区交通安全協会小島支部様より交通安全横断旗 50

本を寄贈していただいています。 

各分団の横断旗はすべて新しくなっ 

ています。サポーターさんの旗も随時 

更新していきます。 

「命を守る旗」、有効に活用します！ 

 

 

 

 


